
● 活断層と地震の関係は？
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● 活断層の評価と内陸地震の長期予測

● どんな調査が行われているか？

6月2日



Burbank	  and	  Anderson,	  2011,	  Tectonic	   Geomorphology,	   Chapter	  6

内陸の断層はどのような起こり方をしているのか？



1．間欠活動性（=地震性）
2．一様反復性（第四紀のずれの累積性）
3．活動（大地震）の稀発性
4．動き方（大地震の反復・間隔）の固有性

日本の活断層の基本的性質

（松田、1994による）

繰り返し活動する断層



1．間欠活動性（=地震性）
2．一様反復性（第四紀のずれの累積性）

繰り返し活動する断層



断層変位速度と活動度

1mm/年 ≦ Ａ級
0.1mm/年 ≦ Ｂ級 ＜1mm/年
0.01mm/年 ≦ Ｃ級 ＜0.1mm/年

◎ 活断層の平均変位速度の大きさによって活動度が分けられる

◎ 平均変位速度は、変位量/変位基準の年代



繰り返し活動することからわかる2つの予測モデル

◎ 時間予測モデル
◎ 変位量予測モデル



繰り返し活動する断層
1．間欠活動性（=地震性）
2．一様反復性（第四紀のずれの累積性）

松田,1991による



トレンチ調査
ー断層の活動履歴を知るー

活断層の位置が明らかになると，その断層の過去の活動を知るた
めに断層を掘って，その壁面に露出する地層から，過去の活動の履
歴を知る調査が行われる．これをトレンチ調査と呼ぶ．日本では
1979年に最初に調査が行われた．その後，大学を中心に日本のいく
つかの活断層において，調査が実施されたが，1995年兵庫県南部地
震の発生以降は，国を中心に，全国主要な活断層において調査が行
われている．

〇 丹那断層の例 1980年，83年，86年の調査
左横ずれ断層 （1930年北伊豆地震）

＃ 1930年北伊豆地震の時、平均約2ｍ（最大3ｍ）のずれを生じた
＃ 約50万年前の岩石境界に約1ｋｍのずれが認められていいる
＃ 西暦864北伊豆地方に地震があった（丹那断層の活動か？）



〜1980年代までは，10数例
1995年以降 数百の調査



丹那断層
1930年北伊豆地震
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ＤＥＭ画像から活断層を探す

（立体斜度図）
伊豆・丹那断層の例



1980年

1981年

名賀地区

名賀地区

名賀地区

子乃地区

乙越地区







この写真がヒント！



イベント（活動時期の）
特定





ジオスライサー調査法
（トレンチ調査やボーリング調査に変わる新たな調査手法）











ボーリング調査



地震調査推進本部による

断層のタイプ別

○東日本と近畿に逆断層
○中部以西は横ずれ
○九州に正断層

断層の長さ別分布

100ｋｍ以上の長さの
断層は限られている

活断層の調査



変位速度

地震調査推進本部による

1回のずれ量



変位速度

地震調査推進本部による

1回のずれ量

赤線がA級
長さに対応しない
変位量もある



地震調査推進本部による

平均活動間隔

ほとんどが数千年

1/3以上は不明

歴史地震との対応

明治以前は不確かが多い



最新活動からの経過年値（トレンチ調査の結果など）

（最近値）（最遠値）

地震調査推進本部による



将来の発生確率別

地震調査推進本部による

30年確率で示すと
ほとんどが1％未満



断層の長さと地震の規模の関係 断層の変位量と地震の規模の関係

（〇は、地表で観察された値、●は地震学的な資料に基づく値）

（松田，1975 による）





＜断層変位量は断層の長さの約1万分の1＞

長さが10ｋｍなら、変位量は1ｍ
長さが30ｋｍなら、変位量は3ｍ

（松田ほか，1980 による）



地表地震団雄

地震発生層（上部地殻）

下部地殻

・地表地震断層

・震源断層
・顕在断層

・伏在断層

地表地震団雄
地
表
地

震
団
雄

地
表
地

震
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地表地震断層 → 震源断層



活断層の地下構造の形成の解明（千屋断層の例）



【活断層に関する講義（5月19日・26日）のまとめ】

〇 活断層は、最近の地質時代（第四紀）に繰り返し活動し、将来も活動して地
震を起こす可能性ある断層をいう。

〇 断層変位地形は、断層が同じ方向に繰り返し活動し、断層変位が累積した
証拠である。

〇 活断層ごとに、断層の型・変位速度・長さなどの違いはあるが、その分布
には地域性がある。

〇 震源が浅いほど、地表地震断層はあらわれるが、おおむね地震の規模が
M7以上の場合には、地表地震断層が生じることが多い。

〇 地震の規模が大きくなれば地表地震断層の長さも長くなり、変位量も大き
くなる。

〇 地表地震断層の変位量は、断層の長さの約1/10,000程度である。

〇 活断層の将来の活動を知るには、過去の活動履歴や平均変位速度の情
報は重要である。

〇 活断層の地表と地下の情報を結びつける調査が必要。



次の用語（それぞれの関係）を説明する。

〇 震源断層

〇 地表地震断層

〇 伏在断層

【本日の課題】



次回 6月2日
6月9日

○ 反射法地震探査
○ 重力探査

活断層の地下の形状・構造を調べる

（岡田 真介 担当）
（災害科学国際研究所）



探査原理

弾性波：振動
・均質媒質中では直進
・音響インピーダンスの異なる境界面で反射・屈折現象を生じる

V1

V2

水平2層構造の走時曲線

直接波（表面波）

屈折波

距 離

時
間

音響インピーダンス
弾性波伝搬速度×密度

反射波


